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～自分のまちの魅力に気づいていますか～
地域の魅力を発見し 地域を活かした文化をつくる

おうみの市民と企業が

持続可能で豊かな地域社会づくり－地域資源を生かした地域活性化の可能性－
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持
続
可
能
で
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

│

地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
可
能
性

│

　
生
活
の
場
で
あ
る
地
元
へ
の
見
方
は
固
定
化
さ
れ
、「
自
分
の
ま
ち
に
は
何
も
な
い
」と

思
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
し
か
し
一
方
で
は
、見
方
を
変
え
、様
々
な
視
点
か
ら
地
域
を

見
つ
め
直
す
こ
と
で
魅
力
に
気
づ
き
、地
域
住
民
が
誇
り
に
思
え
る
文
化
を
つ
く
り
、ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、新
た
な
地
域
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

加
藤　

賢
治
さ
ん

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
研
究
員

賀
県
内
で
は
、大
津
の
中
心

市
街
地
や
湖
西
、
湖
北
、
湖

東
、湖
南
の
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
歴
史
文

化
を
持
つ
地
域
で
、そ
の
資
源
を
利
用

し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
に
お
け
る
活
動
主
体
は
、市
町

村
等
の
自
治
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
各

種
団
体
、企
業
、町
内
会
、市
民
サ
ー
ク

ル
な
ど
様
々
で
す
。
し
か
し
、す
べ
て

の
活
動
が
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
現
状
が
あ
り
、試
行
錯
誤
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
ま
す
。

域
活
性
化
に
不
可
欠
な「
多

く
の
地
域
住
民
の
意
識
を

一
つ
に
ま
と
め
、自
ら
の
や
る
気
を
起

こ
さ
せ
る
」と
い
う
こ
と
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、あ
る
程
度
の
資

金
的
な
裏
付
け
が
無
け
れ
ば
継
続
的
な

活
性
化
活
動
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、今
回
の
テ
ー
マ
と
し
た
地

域
資
源
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
地
域

活
性
化
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
条
件
を

以
下
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①
ま
ず
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
地
域
の

歴
史
・
文
化
的
資
源
を
探
り
、そ
の
価

値
を
地
域
住
民
で
共
有
す
る
。
②
大
き

な
利
益
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、一
定

の
地
域
に
お
い
て
潤
う
持
続
可
能
な
経

済
活
動
の
仕
組
み
を
つ
く
り
あ
げ
る
。

具
体
的
に
は
活
性
化
の
活
動
資
金
を
少

し
ず
つ
で
も
継
続
的
に
確
保
で
き
る
方

法
を
考
え
る
。
③
地
域
の
人
々
の
意
識

を
高
揚
さ
せ
、人
と
人
を
つ
な
ぎ
、粘

り
強
く
事
を
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
人
材
を
発
掘
す
る
。ま
た
育
成
す
る
。

そ
し
て
、活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
も
、

裏
か
ら
支
え
る
人
も
、参
加
す
る
人
も
、

み
ん
な
が
、人
の
繋
が
り
や
積
極
的
な

行
動
、盛
り
上
が
り
を
大
切
に
す
る
。

域
活
性
化
の
活
動
に
王
道

は
無
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
合

に
あ
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。
自
治
体
や
企
業
、各
種
団
体
、町

内
会
な
ど
の
中
で
少
し
ず
つ
①
か
ら
③

の
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、持
続
可
能

地

滋地

●プロフィール●
加藤賢治（かとう　けんじ）さん

　1967年、京都市生まれ。1991年立命館大学産業社会学
部卒業後、高等学校地歴科教員を経て、1997年成安造形大学
事務局勤務。事務局勤務の傍ら宗教民俗を学ぶため大学院へ
進学。2004年佛教大学大学院文学研究科仏教文化専攻修了、
2011年滋賀県立大学大学院人間文化学研究科地域文化学専
攻博士後期課程単位取得満期退学。2008年から成安造形大学
附属近江学研究所研究員となり近江（滋賀県）をフィールドに
宗教民俗の研究を続けている。主な論文、著書に『古式祭礼に
見るコミュニティとそこに展開されるコミュニケーション　
～大津市今堅田一丁目の愛宕講と地蔵講を中心に～』（2014
年成安造形大学附属近江学研究所紀要３号）、『空（くう）にかけ
る階段　彫刻家富樫実の世界』（2004年サンライズ出版）他

地
域
の
魅
力
を
発
見
し

地
域
を
活
か
し
た
文
化
を
つ
く
る

～
自
分
の
ま
ち
の
魅
力
に
気
づ
い
て
い
ま
す
か
～

Watch・Hear・Talk・Report

芸術文化イベント紹介

【開催期間】
9月13日（土）～ 11月9日（日）

【会　場】
近江八幡市

【問合せ】
NPO法人エナジーフィールド
TEL：0748-26-4398

国際芸術祭BIWAKOビエンナーレ2014
泡沫‐ UTAKATA

【開催期間】
9月16日(火) ～ 12月25日(水) 

【メイン会場】
ＪＲ大津駅前、なぎさのテラス

【問合せ】
大津市都市再生課
TEL：077-528-2501

大津まちなか食と灯りの祭2014
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　NPO法人を立ち上げたり
企業を起こす際には必ずリスクが
あります。しかし、旺盛な「チャレンジ
精神」によりそのリスクを克服してこそ輝
かしい未来・喜びが得られるはずです。
　近江商人の遺伝子を引継ぐ我々の中に、最近
この「チャレンジ精神」が少し希薄になっているの
ではないでしょうか。
　直近の総務省調査によれば、なんと当県の起業家
数は100人当たり0.76人しかおらず、全国第43位
と大変低位となっているのです。
　この原因は色々考えられますが、ひとつに我々に
潜む「大企業や役所を第一とする安定優先志向」、「他
人とは違いたくない目立ちたくないという横並び
志向」が悪く影響し、「チャレンジ精神」を削いでし
まっているのではないでしょうか。
　人口減少・グローバル時代を迎え、先ず我々
一人一人がこの悪しき「志向」を
打破する必要があります。
出る杭は打たずに伸ばそ
うではありませんか。

目
の
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

地
域
活
性
化
の
理
想
的
な
活
動
の
事

例
紹
介
は
そ
の
問
題
点
の
共
有
と
い

う
こ
と
も
含
め
て
大
変
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
滋
賀
県
内
に
は
、自
然
・

歴
史
・
文
化
・
伝
統
産
業
・

民
俗
行
事
等
、各
地
に
活
性
化
の
起
爆

剤
と
な
る
豊
富
な
地
域
資
源
が
あ
り

ま
す
。
既
述
の
通
り
、各
地
域
で
行
わ

れ
る
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
域
に

合
っ
た
独
自
の
も
の
が
展
開
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
活
動
の
輪

が
琵
琶
湖
を
ぐ
る
り
と
囲
ん
で
つ
な

が
れ
ば
、み
ん
な
が
笑
顔
で
明
る
い
地

域
社
会
が
実
現
し
滋
賀
県
の
未
来
の

豊
か
な
暮
ら
し
の
姿
が
見
え
て
く
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

な
地
域
活
性
化
が
実
現
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

者
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関

わ
る
任
意
団
体「
文
化
・
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
」で
は
、「
文
化
で

滋
賀
を
元
気
に
！
」を
合
い
言
葉
と
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
企
業
や
団
体
が

単
純
に
利
益
の
追
求
の
み
を
目
的
と
す

る
の
で
は
な
く
、そ
の
立
地
す
る
地
域

に
根
付
き
、そ
の
地
域
の
歴
史
文
化
な

ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
て
、地
域
住

民
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動

を
行
う
こ
と
を「
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
」と
定

義
づ
け
、そ
の
事
例
を
紹
介
し
、意
見

交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
７
月
に
は

現
地
研
修
と
し
て
湖
北
長
浜
に
て
５
回

筆

幸

淡海ネットワークセンター
理事長　山田　督（やまだ　おさむ）

出る杭は伸ばす

市民活動をサポート！

Event

【開催期間】
10月17日(金) ～ 26日(日)10時～ 16時
※17日：16時開始　26日：10時～ 15時

【メイン会場】
旧余呉小学校北（長浜市余呉町下余呉）

【問合せ】
(一財)湖北水源の郷づくり
TEL：0749-86-8037

余呉まるごと里山芸術村2014

【開催期間】
11月29日(土)18時開演

30日(日)14時開演 

【会　場】
甲南情報交流センター・忍の里プララ

【問合せ】
NPO法人甲賀文化 輝き
TEL：0748-86-4158

市民ミュージカル
「青い目の人形～甲南のメリーさん～」
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一
九
八
七
年
か
ら
長
浜
市（
旧
：
長

浜
市
）で
は
、
二
日
間
の
楽
市
、
三
六
三

日
間
の
楽
座
で
構
成
さ
れ
る「
長
浜
芸

術
版
楽
市
楽
座　

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｉ
Ｎ 

Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ（
以
下
、
Ａ
Ｉ
Ｎ
）が
始

ま
り
ま
し
た
。
楽
市
は
、全
国
か
ら
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
が
集
ま
り
、
作

品
を
展
示
・
即
売
す
る
市
民
手
作
り
の

芸
術
版
青
空
市
で
す
。
一
方
楽
座
は
、

Ａ
Ｉ
Ｎ
に
参
加
し
た
芸
術
家
の
作
品
を

市
街
地
の
商
店
の
中
で
年
間
を
通
じ
て

展
示
販
売
し
、
市
民
が
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
作
家
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
Ｎ
は
、行
政
、経

済
団
体
、
市
民
な
ど
多

様
な
関
係
者
が
集
う

ま
ち
づ
く
り
の
勉
強

会
の
参
加
者
の
中
か

ら
、「
活
気
の
な
く

な
っ
た
ま
ち
を
、芸

　

毎
年
冬
の
高
島
で
は
、来
訪
者（
風
の

人
）、
移
住
し
た
作
家（
風
の
人
）、
地
域

の
作
家（
土
の
人
）、地
域
住
民（
土
の
人
）

が
暮
ら
し
や
作
品
を
通
じ
て
交
流
す
る

「
風
と
土
の
交
藝
in
琵
琶
湖
高
島
」（
以

下
、風
と
土
）が
行
わ
れ
ま
す
。
高
島
市

内
に
点
在
す
る
暮
ら
し
の
場
で
も
あ
る

自
宅
や
工
房
を
巡
り
、
作
品
を
通
し
て

作
家
と
来
訪
者
が
出
会
い
、
交
流
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

高
島
市
は
昔
か
ら
芸
術
家
の
移
住
が

多
く
、
内
外
の
人
の
出
入
り
が
多
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
徴
を

地
域
資
源
と
捉
え
、
高
島
で
暮
ら
す
こ

と
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

主
旨
は「
暮
ら
し
の
中
の
手
仕
事
」。

作
家
だ
け
で
な
く
暮
ら
し
の
一
つ
で
あ

る
農
家
や
古
民
家
再
生
実
践
者
も
出
展

し
て
い
ま
す
。
芸
術
家
や
農
家
な
ど
の

暮
ら
し
を
見
せ
る
こ
と
で
、
高
島
が
心

術
を
通
し
て

元
気
に
し
た

い
」と
い
う
想

い
か
ら
動
き

出
し
、
市
民

の
み
で
始
め
、

市
民
の
力
で

行
政
を
動
か

し
た
と
い
う

特
徴
を
も
つ
、
芸
術
を
通
し
て
の
地
域

活
性
化
の
運
動
で
す
。

　

毎
年
二
日
間
の
楽
市
来
場
者
は

七
万
五
千
人
を
超
え
、
閑
散
と
し
て
い

た
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、に
ぎ
わ
い
を

つ
く
り
、
地
域
に
活
気
を
取
り
戻
し
ま

し
た
。
実
行
委
員
会
に
は
開
催
地
商
店

街
の
関
係
者
も
入
り
、
準
備
や
当
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
地
域
住
民
も
含
め

約
二
百
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
多
彩

な
当
事
者
が
関
わ
り
動
か
し
て
い
る
こ

と
が
、
Ａ
Ｉ
Ｎ
が
長
年
続
い
て
き
た
理

豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を

参
加
者
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

運
営
委
員
や
約
百
名
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
の
多
く
は
移
住
者
や
市
外
の
市

民
で
す
が
、
市
内
へ
の
周
知
を
目
指
し

声
か
け
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
昨

年
か
ら
、
地
元
住
民
の
参
加
も
増
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
運
営
委
員
会
で
は
、

誰
も
が
主
体
的
に
、
自
由
な
発
想
で
意

見
を
出
し
合
い
、
魅
力
的
な
企
画
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
、
趣
旨
や
目
的
が
変
わ
っ
て

も
、
こ
の
催
し

を
や
り
た
い
！

と
思
っ
て
く
れ
る

人
た
ち
が
主
体
性

と
責
任
を
持
ち
、当

事
者
た
ち（
市
民
）に

よ
っ
て
継
続
で
き
る

催
し
で
あ
っ
て
欲
し

い
。
継
続
と
は
変
わ
り

1

2

▲開催風景

▲染色家・山本玄匠さんの工房

▲指先で表現する「チョークアート」体験

長
浜
芸
術
版
楽
市
楽
座

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｉ
Ｎ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ（
略
称
Ａ
Ｉ
Ｎ
）

風
と
土
の
交
藝 

in 

琵
琶
湖
高
島

芸
術
を
通
し
て
の

地
域
活
性
化
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

地
域
資
源
を

地
域
の
魅
力
に
変
え
発
信
す
る

高島市

地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、地
域
を
活
か
し
た
文
化
を
つ
く
る
●
事
例
紹
介

長浜市



見る、聞く、話す、伝える。特集

Ohmi Net Vol.914

　2007年3月卒塾して7年が過ぎました。
様々な方との出会いや繋がりを広げた学び
の2年間でした。地域社会の課題に取り組む活
動は十分にはできていませんが、中高生のジュニ
アリーダー育成の仕事に関わって5年になります。
今、地域の大人が子供たちの「生きる力」を育み心身
ともに健康な子どもを守り育てることが大事である
と言われています。
 　ジュニアリーダーたちの活躍の場を企画・提供す
ることにより、住んでいる地域に誇りを持ち、今後
のまちづくりに関わることができる若者が育つの
ではないかと思います。地域と学校、家庭が連携
し地域の大人が積極的に関われるよう環境を整
え、地域の輪が広がる仲間づくり。仕事を通
して少しでも前進できれば未
来塾で学んだことが活か
せるのかなと思う日々
です。

　
地
域
へ
の
見
方
を
少
し
変
え
る
だ

け
で
、何
の
変
哲
も
な
い
歴
史
・
文
化
・

習
慣
が
、実
は
こ
こ
に
し
か
な
い
魅
力

だ
と
気
付
き
ま
す
。

　
滋
賀
県
に
は
、自
然
、歴
史
、伝
統

な
ど
多
彩
な
魅
力
が
豊
富
に
あ
り
、発

見
し
た
魅
力
を
活
か
し
た
新
し
い
地

域
文
化
を
つ
く
り
広
め
る
こ
と
で
、地

域
全
体
を
元
気
に
し
て
い
る
地
域
が

あ
り
ま
す
。

　
一
度
、自
分
た
ち
の
地
域
を
見
つ
め

直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

由
だ
そ
う
で
す
。

　
「
開
催
か
ら
二
十
八
年
目
を
迎
え
、暮

ら
し
の
中
に
よ
う
や
く
芸
術
が
根
付
き
、

Ａ
Ｉ
Ｎ
も
、
新
し
い
長
浜
の
文
化
と
し

て
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
も
広
域
化
し
た
長
浜

の
ま
ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
、
芸
術

の
香
り
を
拡
げ
る
活
動
に
し
た
い
」と
、

事
務
局
の
山
崎
俊
男
さ
ん
は
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

 

※
二
〇
一
〇
年
に
虎
姫
町
・
湖
北
町
・

伊
香
郡
高
月
町
・
木
之
本
町
・
余
呉
町
・

西
浅
井
町
が
旧
長
浜
市
に
編
入

続
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」と
事
務

局
の
西
川
唱
子
さ
ん
は
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
「
風
と
土
の
交
藝
」は
多
く
の
意
見
を

受
入
れ
、話
合
い
、時
の
流
れ
を
読
ん
で

変
化
し
な
が
ら
、
住
民
自
身
の
意
志
に

よ
っ
て
、

高
島
の
魅

力
を
発
信

す
る
イ
ベ

ン
ト
を
目

指
し
て
い

ま
す
。

7期生　河村　好子（かわむら　よしこ）
グループ：逢味（おうみ）おむすび隊

▲陶芸家・前川俊一さんの工房

DATA
風と土の交藝プロジェクトチーム
総合窓口（たかしま市民協働交流センター）
TEL：0740-20-5758
E-mail：webmaster@tkkc.takashima-shiga.jp
●オープンアトリエ：高島市全域

［2014年開催］
前半：11月28日（金）～ 30日（日）
後半：12月5日（金）～ 7日（日）

ま と め

おうみ未来塾リレーエッセイ

DATA
長浜芸術版楽市楽座
ＡＲＴ ＩＮ ＮＡＧＡＨＡＭＡ（略称ＡＩＮ）

［2014年開催］
10月4日（土）10時～ 17時

5日（日）10時～ 16時

まだまだ
「学び」の途中です
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 NPO法人 成年後見センター もだま

法
人
化
、
二
〇
〇
九
年

に
は
湖
南
四
市（
草
津
、

守
山
、
栗
東
、
野
洲
）か

ら
権
利
擁
護
・
成
年
後

見
制
度
利
用
支
援
事
業

を
受
託
し
、そ
の
事
業

を
実
施
す
る
中
で
組
織

力
を
育
成
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
二
〇
一
二
年

か
ら「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

事
業
」を
湖
南
四
市
か
ら
受
託
し
、

「
四
市
運
営
委
員
会
」や「
運
営
適

正
化
委
員
会
」の
助
言
や
支
援
を

得
て
、運
営
面
で
の
基
盤
も
強
化

し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
職
員
数
八
名
で
す
が
、そ

の
活
動
内
容
は
、
相
談
活
動（
権

利
擁
護
・
生
活
相
談
、
成
年
後
見

制
度
）、
啓
発
活
動（
講
演
会
、
出

前
講
座
な
ど
）、
法

※

人
後
見
活
動

と
多
分
野
に
ま
た
が
り
、高
齢
化

の
進
展
す
る
中
で
急
増
す
る
需
要

に
こ
た
え
る
多
忙
な
活
動
に
挑
戦

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
五
年
間
で
、

年
間
の
相
談
延
べ
件
数
が
二
九
〇

件
か
ら
二
一
二
七
件
、法
人
後
見

受
任
数
が
十
二
人
か
ら
六
十
三
人

と
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
、認
知
症
の
増
加
に
伴

い
、活
動
の
出
発
点
で
あ
る
障
害

者
の
権
利
擁
護
・
生
活
支
援
と
個

別
的
、
多
様
な
要
求
が
増
す
中
、

時
代
が
求
め
る
も
の
を
正
面
か
ら

受
け
止
め
、使
命
感
を
も
っ
て
力

走
す
る
元
気
い
っ
ぱ
い
な
お
二
人

で
し
た
。

※
法
人
後
見
：
法
人
が
成
年
後
見
人
、

保
佐
人
も
し
く
は
補
助
人
に
な
り
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
の
保
護
・

支
援
を
行
う
こ
と

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー　

岡
崎　

一
郎
）

年
の
設
立
以
来
、様
々

な
活
動
を
通
じ
て
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、①
水
産
資
源

の
生
息
環
境
の
回
復

と
保
全
、②
セ
タ
シ
ジ

ミ
及
び
魚
類
の
増
殖

活
動
、③
瀬
田
川
の
環

境
と
景
観
の
保
全
を

図
る
活
動
、④
水
環
境

に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
中
心
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

永
続
的
に
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
琵
琶
湖
の
環
境
を
守
り
続
け
、

河
川
を
維
持
管
理
し
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、「
地
域
で
活
動
を

担
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」こ
れ
が
、
瀬
田
川
未
来
塾
の

信
念
で
す
。

　

琵
琶
湖
を
守
っ
て
い
く
活
動

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
た

め
に
は
団
体
だ
け
で
活
動
す
る

の
で
は
い
け
な
い
。
地
域
の
住

民
と
共
に
守
っ
て
い
く
こ
と
で

次
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
と
い

う
思
い
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
主
役
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か

ら
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
祭
や
、瀬
田
川

ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
、様
々
な
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
を

さ
れ
て
い
ま
す
！
実
際
に
現
場

に
行
く
こ
と
で
、琵
琶
湖
の
現
状

も
よ
く
わ
か
る
そ
う
で
す
。
琵

琶
湖
に
赴
く
こ
と
で
今
ま
で
、知

ら
な
か
っ
た
琵
琶
湖
の
一
面
が

見
え
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー　

石
田　

み
ず
き
）

市民 ● 環境保全

市民 ● 生活支援
企業 ● 地産地消

▲地域への出前講座　　　滋賀県東近江市和南町2191
TEL：0748-27-1600　FAX：0748-27-1626
URL：http://www.ikeboku.com/

すべてに本気に取り組む　
その本気が支援を広げ　
消費者に想いが届く
　搾った生乳は企業メーカーへ全て納品していた
17年前に、自家生乳の加工・販売に取り組み、6次
産業化※に成功し、地元永源寺のブランド化に貢
献している有限会社池田牧場を訪問し、専務の池

田喜久子さんにお話を
伺いました。
　当時、自家の搾りた
て生乳を頂き物のお礼
として渡していたある
お店の社長から、「こん
なに美味しい生乳なの
に、なんで自分で加工

しないの」と疑問を投げかけられたことがきっかけ
でした。自家加工について考えるうちに、生産調
整で捨てられる生乳がある現状を消費者は知らな
いのではないか、またその原因は、自分たち生産者
と消費者との遠い距離だと考え、距離を近づける
手段として自家加工を始めることを決意しました。
　6次産業化という言葉のない時代、法律や流通な
ど山積する問題を池田さんは一つひとつ乗り越え
てきました。「出てくる問題すべてに本気で取り組
んできたからこそ、困難に直面するたびに、助け人
が現れて支えてくれました。人材に恵まれ、お客さ
んや周りの方々の支援が何より大きな力になりま
した」と、池田さんは言います。
　事業が軌道に乗ってくる
と「欲」も出てきます。池田
さんも、百貨店に卸すように
なると商売人になりそうに
なったことがあったそうで
す。でも、その度に自分自身
を農業者に引き戻し、常に農
業者として突き進んできたことが、今の成功へと
導いたそうです。
　「『商品』に、生産者の想いがどれだけ込められて
いるのか、消費者は敏感に感じている。想いが届
いているからこそ、消費者は商品を買ってくれる」
と、付加価値となる想いを込めることの重要性を、
池田さんは語られました。

（淡海ネットワークセンター　牧野利花）

▲木造であたたかみのあるジェラートショップ

▲搾りたて牛乳を75％以上使
用したイタリアンジェラート

有限会社池田牧場

社会貢献する
「世間よし」企業紹介

琵琶湖の環境は
地域で守る！



Ohmi Net Vol.91 7

このコーナーに関するお問い合せは淡海ネットワークセンターまで

淡海ネットワークセンターは、県内の市民活
動、NPOをサポート・ネットワークしています。

■〒520-0801
　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階
■TEL 077-524-8440
■FAX 077-524-8442
■http://www.ohmi-net.com
■E-mail:office@ohmi-net.com
　開館時間／ 9:00 〜 17:00
　休館日／月曜日・祝日

●情報交流紙「おうみネット」は次のところに
配布しています。

県内図書館、琵琶湖博物館、男女共同参画セン
ター、文化産業交流会館、陶芸の森、びわ湖ホー
ル、滋賀県国際協会、県内大学、県内NPO法人、
県内市民活動センター、草津市立まちづくりセ
ンター、県社協ボランティアセンター、大津市
生涯学習センター、栗東芸術文化会館さきら、
滋賀銀行、京都信用金庫、関西アーバン銀行、滋
賀県信用組合、公民館、市役所、各地域環境総合
事務所、県民情報室など　

●2014　秋号●

91

　今回が2回目の取材でした！ LL教室で
は子どもたちの笑顔だけではなくて、サ
ポーターさんを含む関係者の笑顔もあふ
れていました。塾とはまた違った学校以
外での学び場がもっともっと広がって、子
どもたちの笑顔が地域で見られるように
なったら、とても素敵ですよね！まちぐる
みで子どもを見守る、そんなまちで暮らし
たいなと思います！！

（おうみネットサポーター　坂口　紗姫）

　Ｅテレのコマーシャルで「知らないこと
を知るってワクワクする」といってます
が、事務局から成年後見センター取材の
勧誘をいただき、ラッキーと飛びついた。
湖南４市の取り組み現場での生の声を聞
き滋賀全域の状況を含め、ホームページ
での事前調査の成果も活用でき、楽しい充
実した取材となり感謝です。

（おうみネットサポーター　岡崎　一郎）

　今回、初取材に向かわせていただきまし
た。うまく原稿にできたか心配ですが、た
くさんのお話をお聞きすることができた
ので、自分自身も勉強になりました。NPO
とひとくくりにいっても、皆さんたくさん
の個性をお持ちだなととてもわくわくし
ます。そんなわくわくをこれからも見つ
けていきたいです！

（おうみネットサポーター　石田　みずき）

　本年7月31日、株式会社ナカザワ様か
ら、1,000,000円のご寄付をいただきま
した。
　今回のご寄付により新しく未来ファン
ドおうみ「ナカザワNEOフレンドシップ
基金」を開設することになりました。当
基金は、多文化共生の地域づくりが滋賀
県下に一層展開されていくことを目的と
しています。

未来ファンドおうみ「ナカザワNEOフレンドシップ基金」開設寄　付
編集後記

　本年8月1日、有
限会社豆藤様よ
り、昨年に引き続き
300,000円 の ご
寄付をいただきま
した。

　今回のご寄付は、「びわ湖の日基金」に組み入れ、琵琶湖と琵琶湖につながる河川や森林など
の保全に関わる市民団体などによる実践活動や調査活動などの支援を行っていくための元本
としていきます。

　本年7月10日、里
山再生をテーマに事
業活動を展開されて
いる近江通商株式会
社様より、「びわ湖の
日基金」へ100,000
円のご寄付をいただ
きました。

未来ファンドおうみ「びわ湖の日基金」にご寄付いただきました。お知らせ

日本政策金融公庫国民生活事業は
　みなさまの身近な国の金融機関です。

大津支店  国民生活事業 ＴＥＬ０７７－５２４－１６５６ 
彦根支店 国民生活事業 ＴＥＬ０７４９－２４－０２０１ 

 

 

 

 

新規開業ローン

国の事業ローン

国の教育ローン
お気軽にご相談ください。

日 本 公 庫

市民活動・人・企業との出会い広がる情報交流誌
「おうみネット」　掲載広告募集中！

★発行部数10，000部　
★県内外の配布先約2,000カ所
★１枠（横9.3cm×縦3.5cm）15，000円

詳細は、当センターまでお問い合わせください！

この印刷物は大豆油インキを包含した植物油インキを使用しています。


